本製品や添がのソフトウエアの特長、導人の際に巧っておいていただきたい事柄について説明しまず。ま 
た、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説 S 月する内容をよく読んで、正しくセットアップ 
してください。 


特長(一2ページ) 


導乂じぁたって（^8ぺージ) 


ぉ客様登録(^13ぺージ) 


セツトアップを始める前に卜14ぺージ) 


Windows Server 2003のセツトアップト16ぺージ ) 


Windows 2000のセツトアップト42ぺージ) 


本製品の特長や添付(または別売品)のソフトウェ 
ア、およびを種オプションとソフトウェアの組み 
合わせによって実現できるシステム管理のための 
機能について説 S 月しています。 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に 
巧っておいていただきたい事柄や、参考となるア 
ドバイスが記載されています。 

，.お客様登録の方法について説明しています。 
Express 5800シリープ製品に関するさまざまな 
情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

.セットアップの順唐を説明しまず。お使いになる 
オペレーテイングシステムや購入時の本体によっ 
てもセットアップの方法は異なります。 

.Windows Server 2003で運用ずる場合のシステ 
ムのセットアップの方法について説 B 月していま 
す。 

• Windows 2000で運用する場合のシステムの 
セツトアップの方法について説明していまず。 
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巧長 

お買いホめにな6れた本製品の特長を次に示します。 



性能 


• Intel® Pentium® 4 Processor に AGHz または 
2.6GHz) 搭載 

• 高速 100 巨 ASE-TX/10 巳 ASE-T インタフエース 
(100Mbps/10Mbps 対応） 

• 高速ディスクアクセス 




信頼性 


趣長性 


メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビットエラー 
横化） 

メモリ縮退機能(障害を起こしたデバイスの論理的な 
切り離し） 

バスパリティエラー模化 
温度横知 
異常横知 

内蔵ファン◎転監視機能 
内部電圧監視機能 
巨 I0S パスワード機能 

ディスクアレイ（オプションじてサポート） 


• PGI バス （1 ス □、ソ ト） 

• 最大 3 G 己の大容量メモリ 

• LAN ポートを2ポート標準装備 

• USB 対応 


に使える 

• Microsoft® Windows Server™ S003 日本語版 
または Microsoft® Windows® 2000日本語版イン 
ストール済み（ビルド■トウ-オーダーの場合） 


胃理機能 _ 

• ESMPR0 シリーズ 

• MWA (Management Workstation Application) 

• ディスクアレイユーティリティ 

图スぺ-ス _ 

• 高さ 1 U (約 44mm) のラックマウント/卓上共用女イプ 
• スリム CD-ROM ドライプ/フ□、ソピーディスクドライブ 


胃富な機能搭載 

• EI Torito Bootable CD-R0M(n 日 emulation 
mode) フォーマットをサポート 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウェア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 

• コンソールレス機能 


守機能 


m 己診断機能 


• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 


• Power On Self-Test (POST) 
• システム診断ユーティリティ 


胃電力機能 

スリープ機能 


[||利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESS 巳 UILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• Express 円 cnic (セットアップパラメータ FD イ乍がユーティリティ） 

• SETUP (己の S セットアップユーティリティ） 
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本装置は > 高い信頼性をお保ずるためのさまざまな機能を提供していまず。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供ずる監視機能との連携じより、 
システムの障害を未然に防止、または早期に復旧ずることができます。 

また，停電などの電源障害か6サーバをずるお停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた 
めのバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信賴性を確保する 
ことができます。 

を機能はそれぞれじ(下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウ I ア 

サーバ 管理 

サーバ本体禮能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

MWA (Management Worksta¬ 
tion Application) 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

• バックアップ管 S 

ディスクミラーリングコント□ーラ* 

DAT/DLT/AIT など* 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 、 

FastCheck 

邮 indows 標準八‘ックアップツー 
ル 

ARCserve for Windows NT* 

巨 ackupExec ホ、 Met 巨 ackup ホ 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS)* 

ESMPRO/UPSCont の Her* 
PowerChute plus ネ 
(ミま）無停電電源装置により、使 
用するソフトウエアが異な 
りまず。 

ネットワーク管理 

100 BASE-TX 接続ボードなど* 

机 ebSAM/Netvisor* 


* オプション製品。 


サー八’管理 

本装置はシステムボード上に標準でリソース監視チップを搭載しており、サーバに内蔵され 
ているじ(下の各種リソースを監視しまず。 これらの八ー ドウエア機能と管理用ソフトウエア 
「 ESMPRO / ServerMan 明 e 「」、 「£51\/1ド1^0/56「リ617\9611りが連携し、サーバの稼動状況な 
どを監視するとと电に万一の障害発生時にはただちに管理をへ通報しまず。 
ESMPRO / ServerAg 飢 t をインストールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は 
次ページの表のとおリでず。 


導入編 
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機能る 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報の表示。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報の表示。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報の表示。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報の表示。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視。 

メモリの論理情報参照や状態監視。 

I/O デバイス 

〇 

I/O デバイス(フ □、ソ ピーディスクドライブ、シリアルポート、 
パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ)の情報の参照。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能。 


温度 

〇 

置体内部の温度監視。 


フアン 

〇 

ファンの監視。 


電圧 

〇 

匿体巧部の電圧の監視。 


電源 

〇 

電源ユニットの監視。 


ドア 

父 

Chassis Intrusion (匿体のカバー/ドアの開閉）の監視。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0S の情報の参照。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク (LAN) に関する情報参照やパケットの監視。 

拡張パステ’パイス 

〇 

拡張パステ’パイスの情報の参照。 

BIOS 

〇 

巨 IOS の情報の参照。 

□ーカルポーリング 

〇 

エージエントが取得ずる任意の MIB 項目の値の監視。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクなどのストレージデバイスやコント□ーラの監 
視。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照节使巧率の監視など。 

ディスクアレイ 

〇 

LSI Logic Corporation 社製ディスクアレイシステムの監視。 

その他 

〇 

Watch Dog Timer じよる OS ス1ルの監視。 

〇:サポート 

A : —部サポートX: ラ 

ちサポート 


また、 MWA(Management Works ね tion Application ) により、サーバ上でオペレーテイン 
グシステムが稼動していない状態でのリモート操作/保守を管理 PC から巧ったり、リモート 
パワーオン機能じより、ネ、ソトワーク上の PC からリモートで本体の電源を 0 N 1 こしたりずる 
ことができます。 

^P： ESMPRO/ServerManager、 ぉょび ESMPRO/ServerAgent、MWA (Management 
Works ね tion Application) は、本体に標準添付されています。各ソフトウェアのインストー 
- ル方まや使用方まは、各ソフトウェアの説明を参照してください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデパイスを管理ずるために次の点について留意しておきましょう。 

ディスク管理 

八ードディスクの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高めることに 
つながると言えます。オプシヨンのディスクミラーリングコント□ーラを使用することじよ 
り、ディスクドライブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができま 
す。 

ディスクミラーリングコント□-ラは、本体に内蔵の八ードディスクり DE ) をディスクアレ 
イにずるための PCI ボードです。 

ディスクアレイの RAIDO 、 1の各 RAID レベルをサポートしています。 

ディスクミラーリングコント□ーラの制御や各種設をはコント□—ラに搭載されているコン 
フィグレーシヨンユーティリティ 「 FastBuild 」 を使用します。詳しくは、ディスクミラーリ 
ングコント□-ラに添付の説明書を参照してください。 

運用中の管理-保守は Windows ベースのユーティリティ 「 FastCheck 」 を使用しまず。使用 
ち法については、「ソフトウェア編」またはオンラインドキュメントを参照してください。 

このソフトウエアは、ディスクミラーリングコント□ーラの管理.監視をずるとともに、 
ESMPRO / ServerManager や ESMPRO / ServerAgent との連携により、ディスクアレイの 
状況をトータルじ監視し、障害の早期発見や予防措置を巧い、八ードディスクの障害に対し 
て迅まに対処することができます。 

ディスクアレイの設定は、セットアップツール r シームレスセットアップ」でも設走できま 
す。より詳細な設定をずるときに、ボードのチップに搭載されている 「 Fas 旧 uild 」 を使用し 
てください。 

•； FastCheck や ESMPRO/ServerManager 、 ESMPRO/ServerAgen しは、本体に標準で添付 
1-0^ されています。ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、をソフトウェアの説日月を参 
- 照してください。 


導入編 
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バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や DLT 装置と各種ソフトウエアを使って定期的にバックアップをとってください。 
容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設定など、ご使用になる環境に合わせて 
利用して < ださい。 

バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□ーラボードがか要で 
す。 


アプリケーションを 

説明 

NT 巳 ackup(OS 標準） 

Windows 標準のノ バックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを巧うときに使用。 

ARCserve 

(コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置， D 己オンラ 
インバックアップなどに対応可能。 

巳 ackupExec (ベリクスな） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運巧が可能で、集合バックアップ装置， DB オンラ 
インバックアップなどに対応可能。 

NetBackup (ベリクス社） 

異種プラ、ソトフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 
BackupExec の上位パックアップツール。基幹業務など大規模シ 
ステムまで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster 
Recovery を標準サポート。 D 巳オンラインパックアップなどじ対 
応可能。 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつでず。 

停電や瞬断に力□え，電圧低下、過負荷函電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因と 
なる場合があります。 

お停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始める 
と、自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理をは、 
その闇にファイルの保存など、あ要な処理を行うことができます。さ6に電圧や電流の変動 
を巧え、電源ユニットの寿命を延ばして平ち故障聞隔 ( MTBF ) の延長にわ貢献します。ま 
た、スケジュールなどによる本装置の自動-無人運転を実現することもできます。 

本製品では、 NEC 社製多機能 UPS ( l - UPSPro ) と， APC 社製 Smart - UPS の2種類の無停電電 
源装置を提供しておんそれぞれ ESMPRO / UPSController 、 PowerChute が us で管理■制 
御します。 


ネットワーク管理 

ESMPRO / ServerManager > ESMPRO / ServerAgent を使用ずることにより、本体に内蔵 
されている LAN 力ードの障害や、回綜の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用ずることにより、ネットワーク全体の管理を巧うこ 
とができます。 


導入編 
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導入にあたって 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説巧しまず。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、 w 下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

r 特長」での説明のとおり、本装置は運用管 S • 信頼性に関するを<の八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「を八ードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを検討し、それに合わせてあ要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインス I 'ール/設をを巧ってください。 


稼動げ況. P 章害の監視、および保守 

本体に標準添付の 「 ESMPRO / ServerManager 」、「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用ずるこ 
とにより、リモートか6サーバの稼動状況や障害の監視を巧い、障害を事前に防ぐことや万 
一の場合に迅速に対応ずることができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / ServerManager 」、 「£51\/|ド1^0/56「リ6「八9己け;」を利用して、万一 
の トラブルか 6 システムを守る ようふ、がけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に， NEC フィールディング(株)がアラート适報を受信して 
保守を巧ラ r エクスプレス通報サービス」を利用すれば、ほコストで Express 5800シリーズの 
障害監視' 保守を行うことができます。 

r エクスプレス通報サービス」を利用することもこ‘検討ください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に，次の点について確認してください。 


出荷時の:!犬態を確認しましょう 

本製品を導入ずる前に、化荷時の状態をお認しておいてください。 

• システムやオペレーテイングシステムのインス I -―ル状態について 


を文により出荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスクムインストール 

ビルド-トゥ-才ーダーにて Windows Server 2003または 
Windows 2000インストールを指定された場合。 

未インストール 

ディスクレスモデルを購入され、ビルド-トゥ■オーダー[こよ 
る OS のインス1-ールを希望されなかった場合。 


化荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、あ要なセットアップ作 
業が異なリまず。14ページの説 S 月に従ってセットアップを巧ってください。 

• バーティシヨン構成について 

本装置では、セツトアップずると1台目のディスクの先頭に保守用の領域(保守用パー 
テイシヨン）が自動的に作成されます。 



な守ユーティリティが格納ちれていまず。また， EXPRESSBUILDER でのセット 
アップ時に作業領域としても利用されます。オペレーティングシステムか6 
「E に A 領域」または 「MAINTE P」 の FAT パーティシヨンとして認識されます。 


導入編 
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セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築ずるにあたり、「セットアップ」は企、要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に横討してく 
ださい。 

あ要のない手順を含めたり、あ要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでな<、本装置が提供するシステム全体の安をした運用と機能を十分に発揮 
できな<なります。 

1 . 運用ち封と障害対策の検討 

八ードウエアが提供する機能やキ采用するオペレーティングシステムによって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 (2 ぺージ')」じ示ず本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できるよ 
う検討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契が]の保守サービス会せおよび弊社営業担当にご相 
談されることわひとつの手だてです。 

2. A- ドウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを確実に行いまず。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるためじ運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、14ぺージじ示ず手順に従ってください。 

八ードウエアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周の機器の接続に化 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設定はオペレーティングシステムや管理用ソフトウエアと連携した機能を 
利用するためじ大切な手順のひとつでず。 

3. システムのセットアップ 

オプションの取り付けや B の S の設定といった八ードウエアのセットアップが終わった 
ら、 八ードディスクのパーティションの設をやディスクアレイの設定，オペレーティン 
グシステムや管理用ソフトウエアのインストールに進みます。 

<巧]めてのセットアップの場合> 

初めてのセットアップでは、お客様がを文の際に指をされたインス!ルの状態に 
よってセットアップのち法が異なりまず。 

「カスタムインス I ル」を指定して購入された場合は、本体の電源を ON にすれば自 
動的にセットアップが始まりまず。セットアップの途中で表示される画面のメッセー 
ジじ従ってか要事項を入力していけばセットアップは完了しまず。 

「ホインストール」にて購入された場合は、添付の 「 EXPRES 犯 UILDERJCD - ROM が 
提イ共する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用します。 
シームレスセットアップでは、はじめにセットアップに企、要な情報を選択.人力する 
だけであとの作業はシームレス（切れ目なく）で自動的に巧われます。 




< ホインス I ルのセツトアップ-再セツトアップの場合> 


シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアップ 
が代わって行ってくれまず。 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版け J 降、 
「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版 ( W 降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

その他の OS をインストールずるときはお買いホめの販売店または保守サービス会社にお 
問い合わせください。 

「Windows Server 2003」または 「Windows 2000」では、ディスクアレイの設をか6管 
理用ソフトウェアのインス I ■'ールまでの作業をシームレスセットアップが行います。 

本装置固有のセットアップは (0 S を除く）、シームレスセットアップが代わりに行ってく 
れます。セットアップでは、シームレスセットアップを利用することをお勧めします。 

4. 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解まができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2003または Windows 2000に関しては、本 
書で説明していまず。 

瓦管理用ソフトウェアのインス!ルとセットアップ 

出荷時にインス I '―ル済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、本装置と同じネットワーク上にある管理 PC にインストールし、本装置を 
管理-監視できるソフトウェアちあります。併せてインス I ルしてください。なお、 
ご使用を開始する前に使用する環境にあわせた設定があ要にな場合があります。詳しく 
は r ソフトウ X ア編」をご覧ください。 


各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運苗管理を巧うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgen し 
ESMPRO / ServerManager . または別売の同ソフトウエアが必要となります。この後で説明 
するセットアップ手順、またはソフトウエアの説明書側売の場合)に従ってをソフトウエア 
のインス I ル、およびあ要な設をを巧ってください。 

を運用管理機能を利用する際には、 W 下の点にごを意<ださい。 

サーバ管理機能を利用ずるにあたって 

本体のをコンポーネントに PU / メモリ/ディスク）の使用状ミ兄の監視やオペレーティングシス 
テムのス I —ル監視など、監視項目によっては ESMPRO / ServerManager 、 ESMPR 0/ 
ServerAgent でしきい値などの設定が'必要になりまず。詳細は、をソフトウエアに関する説 
巧やオンラインヘルプなどを参照して<ださい。 


導入編 




ストレージ管理機能を利用ずるにあたって 

• ディスク S ラ ー U ングコント□-ラを使用ずる場合 

ESMPRO / ServerAgent に力□えて FastCheck をインストールしておくあ要がありまず。 
「ソフトウェア編」の 「 FastCheck 」 の説日月に従ってインストールやセットアップをしてく 
ださい。 

• バックアップファイルシステムを使用ずる場合 

DAT 装置を使巧する場合は、クリーニングテープを使ってを期的にへ、ソドを清掃ずるよ 
う也がけてください。ヘッドのミちれはデータの読み書きエラーの原因となり、データを 
正しくバックアップ/リストアできなくなります。テープドライブやテープの状態を監視 
する r テープ監視ツール」を使用することをお勤めします。テープ監視、ソールじついては 
「ソフトウェア編」を参照してください。 

電源管理機能を利用するにあたって 

• お停電電源装置 （ UPS ) を利用するには、専用の制御用ソフトウェア （ ESMPRO / 
UPSController、PowerChute p / us ) または、オペレーティングシステム標準の UPS サー 
ビスのセッ トアップがか要でず。 

• お停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起動など 
を行うには B の S の設をが企、要となる場合があります。「システム团 0 S のセットアップ 
(126 ぺージ)」を参照して、 「 Server 」 メニューにある 「AC LINK 」 の設ををご使用になる環 
境に合った設定に変更してください。 



お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。添付の「お客様登 
録申込書」じあ要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでごおをいただくか、または Club 
Express のインターネツトホームページ 

http://club.express.nec.co.jp/ 

にてご登録ください。 



rclub Express 会員」のみなさまには、ごを望により Express 5800 シリーズをご利用になる上で役立つ情 
報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express のインターネットホーム 
ページじて紹介しております。ぜひ，ご覧ください。 


導入編 
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セットアップを始める前に 


セットアップの順序と参照ずるページを説明しまず。セットアップは八ードウエアから始めまず。 

n-O ビルド-トゥ-才ーダにて Windows 
E 重马 Server 2003または Windows 吕〇00の 
インス!ルを指定した場含は、本体に 
Windows のプ□ダクトキーが記載された 
ID ラベルが目占りつけ5れていまず。 

OS のセットアップや再インストール時に必要な情報でず。剥がしたりミちしたりしないよう 
ま意してくだをい。もし剥がれたりミちれたりして見えなくなった場合はお買い求めの販売店 
または保守サービス会社に連結してください。あ5かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添 
付品といつしよにメモを保管されることをお勧めしまず。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111画11111111111111 

00000 - 000 - 000- 000 


八ードウエアのセツトアツ 


次の順唐で八ードウエアをセットアップします。 

1 . 別遠購入したオプションを取リイ寸ける（^101ぺージ)。 

吕.卓上に設置する場合は、最も適した場所に設置する（一75ページ)。 

ラックに取りがける塌合は、本体の底面をしっかり持ってラックに取り付ける（一77ページ)。 

3. ディスプレイ装置节マウス、キーボードなどの周辺装置を本体に接続ずる（一88ページ)。 

4. 八ードウエアの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設をを変更する。 
128ぺージを参照してくピさい。 

一 BIOS のパラメータで時刻节日付が正しく設定:されていることを必ず確認してください。 

にエック I 
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システムのセツトアツ 



八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インス I -ールの際にも参照してください。 


* 1 * 


障害処理のためのセツトア 

Windows Server 2003 

ノプ 

31ぺージ 

Windows 2000 

己7ぺージ 


システム情報のバック 

37 •巨3 

アップ 

ぺージ 


セツトアップ完了 


* 1シームレスセットアップの保巧用/ ティシヨンの 
作成*保守用各種ユーティリティのインス I ルまで 
が巧われまず。 

巧 Windows Server 2003 /Windows 吕〇00た i がの 
OS のインストールち法については本装置に添付の 
別冊の説明書を参照ずるか、保守サービスをなに 
お問い合わせ<ださい。 


▼ 

シームレスセットアップを使ラ？ 

■ 


はい 

み 


シームレスセットアップ 

Windows Server 2003 

18 ぺージ 

Windows 2000 | 

44 ぺージ 


スタート 



■ 

はい 


貝含入したときの八ードディスクの 
ま义内容は？ （9 ぺージ参照） 


カスタムインス I -ール 
(Windows Server 2003/ 
Windows 2000) 


未インストール 


インス!-ールする 0 S は？ 


Windows Server 2003/ 
Windows 2000 


カスタムインス!■'ールモデルのセットアップ 

Windows Server 2003 

1巨ページ 

Windows 2000 

42ぺージ 


再インストールです 



シームレスセットアップ 

Windows Server 2003 

18ぺージ 

Windows 2000 

44ぺージ 

♦ 

OS 選択メニューで選ぶオプションは 

「 Other 」 です1。 




マニュアルセットアップで 


Windows Server 2003 11 

39 ぺージ 

Windows 2000 || 

目已ぺージ 


導入編 
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Windows Server 2003のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してか6 、 Windows Server 2003やシステムのセットアップをしま 
す。再インス!ルの際にも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


r ビルド•トゥ-オーダー」じて r カスタムインス!ル」を指走して購入された本体の八ード 
ディスクは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定か6、 OS 、 本装置が提供 
するソフトウェアがずベてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は>「カスタムインストール」を指をして歯人された製品でネリめて電源 
を ON にするときのセットアップの方法じついて説明しています。再セットアップをする場 

- 合や> その他の化荷状態のセットアップをする場合は，「シームレスセットアップ」を参照 

してください。 

セットアップをはじめる前に ■購入時の状態にっぃて- 

セットアップを始める前に次の点について殖認してください。 

本体の八ードウェア構成(八ードディスクのパー 
ティシ ョンサイズも含む） や八一 ドディスクにイ 
ンス I -―ルされているソフトウェアの構成は、購 
入前のお客様じよるオーダー（ビルド-トゥ- 
オーダー)によって異なります。 

ち図は、八ードディスクのパーティション構成に 
ついて國解していまず。 

セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1 . 周辺装置、本体の順に電源を ON じし、そのまま机 indows を起動する。 

[Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

吕.[次へ]をクリックずる。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックずる。 

以降、使用者名などの設定画面が次々と表示されまず。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セツトアップの終了をお6せる画面が表示されまず。 



空きエリア 

.Windows Server 
2003 

保守用パーティション 


16 
















已.[完了]をクリックずる。 

システムが再起動します。 

目.再起動禮、システムじ□グオンずる。 

7. の〜28ぺージの手順12と手順13を参照して、 PROSet のインストールとネットワークドライバ 
の詳細設ををする。 

8. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ストールする。 

江化荷時にインストール済みのソフトウェアの設をおよびその磕認をずる。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインス I -ールされていま 
ず。例として次のようなソフトウェアがありまず。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービスホ 

• Fas 杞 heck * 

上記のソフトウェアで r *」 Ep のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設ちまたは 
磕認をしなければな6ないソフトウェアを示していまず。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体巧バ 
ンドルソフトウエア」を参照して使用環境に含ったが態に設をしてください。 



カスタムセットアップで出荷された場合、インス!ルされているヴービスパックのパ’ージョ 
ンと、装置に添付されているヴービスパックのパ’ージョンが異なる場合びありまず。本装置に 
添付されているヴービスパック ly 降のヴービスパックを使用ずる場合は、下記サイトより詳細 
情報を確かめた上で使用してください。 

旧蚕街] http :// nec 8. com / 

10. 37ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


W 上でカスタムインストールで購入された製品での巧めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをずる際は r シームレスセットアップ」を使ってください。 


導入編 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使ってセツトアップをします。 


r シームレスセットアップ」とは、八ードウェ 
アの内部的なパラメータや状態の設をか6 
0 S(Windows Server 2003) ,を種ユーテイ 
リティのインストールまでを添付の 
rEXPRESSBUILDER 」 CD-ROM を使って切 

れ目な< (シームレスで)セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ 
方までず。八ードディスクを購入時の状態と 
異なるパーティション設定で使用する場合や 
OS を再インストールする場合は、シームレ 
スセットアップを使用してください。煩雑な 
セットアップをこの機能が代わって巧いま 
す。 



I Express ら 8 日日シ〇—ス EXPRESSBUILDEK な er3.xxxx-X CopyrishtCONEC Corporation2004 


ムレスセットアップ j とは，"ート•ウェア 
の巧奇的なバラ；*—5«や«店の設定から08、を咨 
ュ ーT ィリティのイシストールまでをさなの 
CD-ROM TEXP 旭 SSBULDERj がって毋れ目な< 
(シームレスで）セットアップできる a 扫の 
七ブトアップ方をです， 

/、ードディスクを K 入時のな E と異なるバーチィ 
ン設定で值巧する場をや 0S ぞ S インストール 
ずるシームレスセットアップを巧巧しで 
ください.巧かアッブぞこの a おが代 
ねっで行います / 

シームレスセット7ッカ主.セット拾 
する巧に七ット7ッカこを要な巧«ぞ«まし 
フロブビーみスクに#再し、セヴト7ッカ DBS 
に子め巧«左* 一 哀み出して自 S 的に 一 運めセッ 
卜7ップぞ道めると t 巧ものです， 

こ®とを ff 用されるフロ，ビー^ィスク®ことを 
r セットアップバライータ FDj と呼びます， 


シームレスセットアップは、セットアップを開始ずる前にセットアップに必要な情報を編集 
しフ□、ソピーディスク1こ保ちし、セットアップの際 I こぞの情報を逐一読み化して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□ッピーディスクのこと 
を「セットアップパラ^-夕 FD 」 と呼びまず。 

^ シームレスセットアップを使用しないインストールち法など、特殊なセットアップについて 

は、38ページの r 応用セットアップ」で説明していまず。 

■: • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を.選巧する情 

報がイ呆存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を基にしてすベてのセットアップを自動で巧いま 
す。この間は、本体のそばにいて設をのが況を確認する也、要はありません。また、再イ 
ンストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、前回と同 
じが態にセットアップすることができます。 

• セ‘:/トアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セッ ト アップ パラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や選巧しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。本装置の他に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.5 U ソ降、 
Windows XP / 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお手元 
にある場含は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集しておく 
ことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセツトアップパラメータ FD の作成ち法については、171ぺージ 
で説明しています。 
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OS のインス I ルについて 

OS のインストールを始める前にここで説明ずるを意事項をよく読んでください。 


本装置がヴポートしている 0 S について 

本装置がサポートしている0 S は Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 
日本語版似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ)です。 

その他の 0 S をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
し''合わせくたさし)。 


日 IOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前に八ードウエアの B の S 設走などを植認して 
ください。12 6ぺージを参照して設定してください。 


Windows Server 2003に〕し、て 

Windows Server 2003は、シームレスセットアップでインストールできまず。ただし、次 
の点についてを意してください。 

yrO • インス!ルを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ(日 IDS やオプション 
smm ポードの設定)をずベて完了させてくだをい。 

• 醉社ぴ提供している別売のソフトウェアバッケージにも、インストールに関する説明書 
び添付されていまずび、本装置へのインス!ルについては、本書の説明を参照してく 
ださい。 

• シームレスセットアップを完了した樹こ31ぺージを参照して r メモリダンプの設定 J な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているボリユームへのインス I ルについて 

[ディスクの管理を使用してミラー化されているボリュームにインス!ルする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インス!-ール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]か6巧えます。 

MO 装置の接続について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設をずると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな 
かった場合は、 M 0 装置を外してインス I '―ルを最初か6やり直してください。 

A - ドディスクの接続について 

0 S をインス I ルする八ードディスクドライブじ(タトの八ードディスクドライブを接続ずる 
場合は、 0 S をインストールした後か6巧ってください。 また 、論理ドライブを複数作成し 
ている場合は、「論理ドライブが複数を在する場合の再セットアップ手順」 (40 ページ)を参照 
してください。 


導入編 
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作成ずる A ’ー ティシヨンサイズについて 

システムをインストールするパーティシヨンのあ要最小限のサイブは、次の計算まか6ホめ 
ることができます。 

インストールにあ要なサイズ+ぺージングファイルサイズ+ダンプファイルサイブ 
インストールに'必要なサイブ = 2900 MB 

ぺージングファイルサイズ(推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載メモリサイズ+ 12 MB 

M -0 • 上記べージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のためにお夏なサイ 

ズでず。ぺージングファイルサイズ①扫]期サイズを「巧奨 J 値未満に設定ずると正確なデ 
バッグ情報（メモ U ダンプ)を採取でをない場合びありまず。 

• 1つのバーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で409已1\/16で 
ず。搭載メモリヴイズ乂1.已倍のヴイズび409已1\/1日を超える場合は、409已 M 己で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズが吕 G 日け上の場合のダンプファイルサイズは r 2048 MB +1 2 MB 」 け 
上でず。 

• その他アプリケーシヨンなどをインス I ルずる場合は、別をそのアプリケーシヨンが 
必要とずるバーティシヨンサイズを追加してください。 

例えば、搭載メモリサイズが51 2 MB の場合、を要最ル限のパーティションサイブは、前述 
の計算ちまか6 


2900 MB + (512 MB X 1.5) + (巳 12 M 己 + 12 MB ) = 4192 M 己 


とな U ます。 

■i シームレス セッ ト アップで インストールする場合、化要最小限のバーテイシヨンサイズを 
「 上記の化要最小限のハ’ーティシヨンサイズ+ 850MB 」 または r4095MB 」 のうち、どちらか大 
きい値に設をしてください。 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インス I ールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクの既をのパーティシヨンを残し 
たままでの巧インス I ルはできません。 

既をのパーティシヨンを残したい場合は、 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM に格納されてい 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインス I -―ルに関ず 
るを意事項が記載されています。 
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ディスク構成について （「 E 旧 A 領域」と表示されている領域について) 


ティスク領域に 「 E に A 領域」と表示された領域が存在する場合がありまず。構成情報やユー 
ティリティを保をするための保ず用パーティシヨンです。削除しないでください。 


I 县つ 7 ィルの瓶ががま示が 

を面を I 回进 

さ I ■つンビュータの菅珪のーカル） 

曰&システムク—ル 
田 ♦川イペントピューア 
田 U 其ちフオルタ 

S ローカルユーヴーとヴルーブ 
田涵バフォーマンスロの:普吿 
テ"イスマネ-ジサ 
曰 A 記ほ巧 

-•’リムーパブル i 己ほ巧 
ディスクデフラヴッール 
ディスクの宮巧 
田奇9サーピスヒアブリケ—シヨン 


9日 c 旧' 

5ぶリ 

安ラ 
をラ 



卜 ROM 瓜） 
ブディアなし 


I ホ到り当て ■ ブ列巧バ-テイシヨン 
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セツトアップの流れ 


シームレスセットアップで行うセットアップの流れを図に示しまず。 



戻る M ミち意事項、制限事項の記載を読む 


■ Nom インストール方法を還巧ずる 


フ□ツビーディスクをセツトずる 


■中止 ■ セットアップパラメータフアイルを還巧ずる 


新規ファイル 


• 既巧のファイル 


OS を還巧ずる 


セツトアップパラメータファイルのチェック 


巧還択 
■び必要 ■ 
な場台 


正常 


萬常設定の確認•修正を行ラか選巧ずる 


巧ラ 


行わない 


設定を確認-入力をずる 


OK 


弓選択 ■ 



ディスクアレイのコンフィグレーシヨン※1 

i 

再起動 

i 

保守用パーティションの作成 

i 

再起動 

i 

各種ユーティ U ティのインストール 

争 超動 ※ 吕 

OS パーティションの作成 

i 

再起動 

i 

OS パー ティシヨンの フォー マット 

i 

OS 是分モジュールのコピー 

i 

獲巧したアプ U ケーシヨンのモジュールのコピー 


[ 


J :入力や選巧が必要な作業 
] :自動的に作業が進む内容 




ディスクミラーリングコント□-ラび搭載されたシステムで、 「 RAID の新規作成」がチェックされている 
場合のみ実行される。 

OS の選択で[その他]を選択したときはここで終了ずる。 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説おします。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできまずが、その場合でも 1.44 M 己の DOS フォーマット済 
みのフ □、ソ ピーディスクが1枚を要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESSBUILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを巧届ずるか、お客様でフ□ッピ ー 
ディスクを1枚届意してください。 


システムの構成を変更した場合は EXPRESS 巳 UILDER を使用した「システムのアップ 
デー ト J を巧ってください (36 ページ参照)。 

Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドライバの変更、また 
は追加ずる場台は、オンラインドキュメントの 「Microsoft Windows Server 2003 
Standard Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

セツトアップを開始した5、指示があるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さな 
いで < ださい。 


周辺装置、本体の順じ電源を 0 NI にずる。 

• L 画 

• 0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、インストールに失敗 
することがあります。失敗した場合は、 M 0 装置を夕 f してインストールを最初からやり直し 
てくださし、。 

• 論埋ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セット 
アップ手順」 （40 ぺージ）を参照してください。 


吕.本体の CD - ROM ドライブに 「 EXPRESS 己 UILDER 」 CD - ROM をセツトずる。 

3. CD - ROM を セツ トしたら、 リセ、ソ トする （< Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON してシステムを再起動ずる。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 巨 UILDER が起動しまず。 


4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 
「お願い」が表示されます。 


r シームレスセブトアップ J とは. A— ドウエア 
の巧巧的なバライイや氏足の没定から 0S、 を笠 
ユーティリティめインストールまでを a 付の 
CD-ROM rEXPRESSBLULMRj がっ r 切れ目な< 
[シームレスで）セットアップできる a 自の 


ハードディスクぞ«入時の受足と実なるバーティ 
ヨンま左で巧巧する#合や 0S を ff インストール 
するシームレスセヴトアップを巧用して 
<ださい， TSiKi* •ルアップをこの«能が巧 
わって行います • ィ 

シームレス七ットアッカ主，ヤットアタブ«»& 

する前にセットアウカこを要な巧«ぞ6おし 
フロッビーディスクに保存し、ヤブトアップの Bf 
にモめ巧巧を S- 哀みホしで自 a 的に一 S のセッ 
トアップを追*るというものです， 

このとさ住用されるフロ 9ビーディスクのこと去 
r 七ットアップ/巧夕ータ FDJ と巧びます， 


己.記載内容をよく読んでから[確認]をク 
リ 、ソク する。 

「セットアップパラメータ FD を挿入して 
ください。」というメッセージが表示され 
ます。 


お願い 

シームレスセットアップ終了を、セットアップ情津をバックアップずる 
ことをお勧めしまず。バックアップ情報がおいとをは、修理復旧時に 
お客樣の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

パックアップは、空きフ□ッビーディスクを1巧華箱して、ツールで 
オフライン巧守ユーティリティの「システム情報の管理 J か S r 退避 J 
を選択してくだごし、。 


I im I 
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6. 「セットアップパラメータ FD 」 をフ□ッピーディスクドライブじセットし、[確認]をクリックす 
る。 

• 「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 M 巳の DOS フォーマット;きみ 
フ□ッピーディスクヴランクディスク）をフ□ッピーディスクドライブにセットし，随融 
をクリックしてください。 

• セツトしたセツトアップパラメータ FD は指示があるまで取り化さないでください。 


[設定ミ斉みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セツトした「セツトアップパラメータ FD 」 巧のセツトアップ情報ファイルが表示されまず。 


© インス!'ールに使用ずるセットアップ情報ファイル 
名を逞がする。 


I チ：:ック I 

選がされたセットアップ情報ファイルじ修正でき 
ないような問題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .4 JU 前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど h 再巧「セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます0セットしたフ□、ソピーディスクを 
殖認してください。 



巧8。.的 □ 

testS.Ire 


r 肪~1 




セットアップ情報ファイルを指をすると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの磕認、 
修正をちいまずか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は[確認]を、磕認せずにそのままインストールを巧う場合は、[スキッ T ] をクリツ 
クずる。 


[磕認]をクリ、ソクー手順7へ進む 
[ス牛が]をクリ、ソクー手順8へ進む 


[プランクディスクをセットした場合] 

① [ファイルを: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、く A > キーを押ず。 

入カボックスが表示されます。 

② ファイルをを入力ずる。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー] 
が表示されまず。リストじは.この装置がサポート 
している 0 S が表示されます。 



( D リストボックスからインストールす 
る [Windows Server 200 3] を選択 
する 0 


ExpressSSOO シ U— ズ EXPRESS 巳 UILDER Ver3jo(x-x Copyright(C) NEC Corporation 2004 


—わがの.備の入力/ 1 除! 
テのげ卜月ン 
音おうィI方ィのが HI 
) トテ伽成 
テ做のか巧卜 
0S が朽 •2-lt の: r- 
0S CD-ROM の挥乂 
自田むか乃’の巧を 


I オペレー胃テイングシステムインストールメニュ ー 



Windows 2000 
その化 
戻る 
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7. OS のインス!-ール中に設をする内容を磕 
認ずる。 

本体にディスクミラーリングコント □- 
ラが措載されている場合は、[アレイディ 
スクの設を]画面が表示されます。設定内 
容を確認し、必要なら修正を巧ってから 
[次へ]をクリ、ソクしてください。 


ぶに、[基本情報]画面が表示されます。 
設定内容を磕認し、必要なら修正を巧っ 
てから[夕へ]をクリックしてください 
(画面中の r 対象マシン」は機種によって表 
示が異なりまず。） 

以降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルフつをクリックして設定を確認しなが 
ら画面を進めてください。設定:内容はお 
要に応じて修正してください。 


口 W ドけ妨設定]テ.-"，ホイ。外ロイ 


死が。ゥ。!旋 

1する 

1 

RAID の巧な 

1巧巧 RAID をな巧する 

1 

括杨ドィ巧の卜••如拽 

1… 

1 

が’?クぞ術肺るドけ嫩 

1… 

1 

が川を巧巧ずる RAID 

1… 

1 

ライトトト''の i 旋 

1… 

1 

ライトトト”の巧^目 

1… 

1 


1 再訪 込 1 1なへ 

1 1 、の。 1 


<表 ZK 例> 


OSc；^ 

OS の 1 
".かン3ソの朗ちを 
".すか:ル a . 

方イゎン巧ムの 
9-ご: urw のち用 
が HJ 口 


)bS 

的ソの朗方 

ぐ(を《«=*) 
NTFS への。 I トト 


Express 5800 /XXX 


Windows Server 2003 Standard/Enterp 


I I I a へ ] [w I 


• OS をインス!ルずるパーティションは、必要最小限む上のサイズで確保してください 
(20 ページ参照)。 

• r パーティションの使用方ミ去」で r 既存パーティションを使巧ずる J を選択ずると、最初のパー 
ティション (保守用パーティションを除く） の情報はフオー マツ 卜をれ、ずべてなくなりま 
ず。それむがのパーテイシヨンの情報は保持をれまず。下図は、保守用パーテイシヨンが巧 
意されている場合に情報が削除されるパーティションを示していまず。 


第1パーテイシヨン 

<保巧用パーテイシヨン> 

第2パーテイシヨン 

第3パーティション 

第4パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

m 


ダイナミックディスクへアップグレードしたノ V — ドディスクの既存のパーティションを残し 
たまま再インス!ルずることはできません （20 ぺージ参照）。「パーティションの使用方 
法」で r 既巧パーティションを使用ずる」を選択しないでください。 

「パーティション J に40日日 MBW がを指定した場合は NTFS への コンパートが必夏でず。 

「パーティションの使用方法 J で r 既存パーティションを使用ずる」を選択したとを、流用ず 
る) ティションむが(保守領域を除く）にパーティションがを在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows Server 吕〇03をインス I ルしまず。 

シームレスセットアップでは、オン ボー ドの LAN ポー トを含めて4 ポー トまでしかヴポー 
卜していません。4ポートを超える場合は、ネットワークアダプタをがしてセットアップを 
行ってください。 

英語版 OS を使用したい場合は、別途販売店または與な営業担当にお問い合わせください。 
設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 

前画面での設定の客との関保で エラーと なり、前画面に戻って修正し直さなければな6ない 
場合もありまず。 

ここでは日本語の入力はできません。使用者ちと会社名を日本語で入力したい場合は、□グ 
オン後に入力画面がポップアップをれまずので、その時に再入力し、設定してくだをい。こ 
こでは、仮の名前を入力してください。 
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•L 励 

• [基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情報ファイルの選が画面 
に戻ります。[再読込]は、[基本情報]画面にのみあります。 

• [コンピュータの役害 IJ ] 画面にある[終了]をクリックすると、その後の設定はシームレスセッ 
トアップの既を値を自動的に遇がして、インストールを巧ぃます。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

8 . オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーす る。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールずる場含は、大容量記'臆装 
置に添付されているフ□ッピーディスク 
をフ □、ソ ピーディスクドライブじセット 
し、メッセージじ従って操作してくださ 
い。 

9. 追加!ずるアプリケーションをインストー 
ルずる。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追力□でインストール 
する塌合は、メッセージが表示されま 
ず。 


r 大客 ■ SB 夏 g 用 OEM ' FDJ をフ□ツビーディスク 
ドライブに拝入してくださし、 


I okI I 色了 I 


追加ずるアブリケーシヨンのインストール 
巧巧を CD-ROM またはフ□ツビーディスク 
ドライプに巧入して<ださい。 


I okI I g 了 I 


10. メッセージに従って 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM とセットアップパラメーな FD を CD - ROM ド 
ライブとフ□、ソピーディスクドライブから取り化し 、 Windows Server 2003 CD - ROM を CD - 
ROM ドライブにセットする。 

[ソ7トウ1ア使用許諾契約]画面が表示されまず。 

11. よく読んでか6、同意ずる場合は、[同意 
します]をクリックするか、く F 8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、く F 3> キーを押 
ず。 

同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows Server 2003はイン 
ス I -ールされません。 


Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインス I ''―ルされ、システムに 
□グオンしまず。 
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12. PROSet をインス!-ールずる。 

PROSet は、ネットワークドライパに含まれるネットワーク機能磕認ユーティリティです。 
PROSet を使巧することにより、 W 下のことが行えます。 

• アダプク詳細情報の磕誦 

• ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
• Teaming の設定： 

ネットワークアダプク複数枚をチームとして構成ずることで、本装置に耐障害性に優れた環境を 
提供し、本装置とスイッチ間のスループットを向上させることができまず。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要じなりまず。 

PROSet をインストールずる場合は、 tTF の手順に従ってくだきい。 

•L 励 

PROSet は、 「 Teaming 」 の設をに必須です。'必ずインストールしてください。 

© 「 EXPRESS 己 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライプ1こセットずる。 

(2) エクスプ□ーラを起動する。 

<標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[エクスプ □- ラ]をクリ 'ソクする。 

<クラシック スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューか6[ずべてのプ□グラム],[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ □- 
ラ]をクリックする。 

③ レ CD - ROM のドラィプレ々一 >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ 巳 C 1¥ PROSet ¥ WS 03 XP 32」 ディレ 
クトリ巧の rPROSet . exe 」 アイコンをダプルクリ、ソクする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Ins ね llshield ウィザード]が起動します。 

④ [ホへ]をクリックずる。 

® [使用許語契約のを項に同意します]を違択し，[次へ]をクリックする。 

© [標準]を選巧し、[々へ]をクリックずる。 

⑦ [インストール]をクリックする。 

[ Ins ね I に hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されまず。 

⑧ [完了]をクリックずる。 

( D システムを再起動ずる。 
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13. ネットワークドライバのセットアップをずる。 

標準装備の2つのネットワークドライパは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設をが必要でず。 

の [Intel PROSet ] ダイア□グボックスを表示ずる。 

く 標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

ス クートメニューから[コント□-ルパネル] 一 [Intel PROSet ] をクリ 、ソク ずる。 

くクラシックス女ートメニューモードの手順> 

(1) スクートメニューから〔設走]^[コント111ールパネル]をクリ、ソクずる。 

(2) [Intel PROSet ] アイコンをダプルクリ、ソクする。 

③リスト中の [ Intel ( R ) PRO / 100 M Network Connention #1] をクリ、ソクして選択する。 

③ [まを]タブをクリックし，リンクまちとデュプレックス設をを八プの設をと同じ値に設をサ 
る 0 

④ リスト中の [ Intel ( R ) PRO / 100 M Network Connention #2] をクリ、ソクして選択ずる。 

⑤ [速度]クブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設をを八ブの設走と同じ値に設定す 
る。 

⑥ [Intel PROSet ] ダイア□グボックスの随用]をクリックし， [0 口をクリックずる。 

上で完了でず。 

また、 '必要に応じてプ□トコルやサービスの追庙/削除をしてください。[ネットワーク接続]か6 
□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行いまず。 

• L 画 

サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勧めします。 [ネット ワークモ 
ニタ]は、 [ネット ワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（また 
はパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解ネ斤などに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処埋のためのセットアップ」を参照してくださぃ。 

14. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場含は、ドライバをイン 
ストールずる。 

1已. 31ページの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをずる。 

1 巨. 37ページを参照してシステム情報のパックアップをとる。 

以上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了でず。 
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クラフィックスアクセラレータドライバ 

グラフ イ 、ソクスアクセラ レー タドライバは自動でインス I ルされます。手動でのインス 
トールを行う必要はありません。 


オプション①ネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -80/86/ 111/84/103/1 13) のうち、 N 8 104-80/ 
86/111を使用する場合はドライバが自動的にインストールされますのでボード添付のドラ 
イバを使用しないでください。 

N 8104 -84/ 103/113を使用ずる場合は 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM に格納されている 
ドライバをインストールしてください。 

「 CD-ROM ドライブレタ ー:¥\/ VINNT ¥ DOTNET¥BC 1 ¥ PR 0 1000 ¥ WS 03 XP 32」 

インス I ―ル手順が不 B 月な場合は，インストレーションサプリメントガイドのネットワーク 
ドライバのインストール手順を参照して<ださい。 

N 8104-103をほ用する場合は、 PROSet を起動して辟細設定:]タブより、 「TCP セグメンテー 
シヨンのオフロード」の1直を「オフ」にしてください。 


アダプタフオルトトレランス （ AFT )/ アダプティブ□-ド 
バランシング ( ALB ) ①セットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは，複数のアダプタでグループを作り、使用されてい 
るアダプタに障害が発生した場合，自動的にグループ巧の化のアダプタに処理を移行させる 
ちのでず。 

また、アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) とは、複数のアダプタでグループを作り、本 
体か6を信パケットをグループすべてのアダプタから巧ラことにより、スプールパケットを 
向上させるちのです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合はじ(下の手順に従ってセットアップしてください。 

1. [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスで， [ Intel ( R ) PROSet ] アイコンをダブルクリックす 
る0 

[ Intel ( R ) PROSet ] ダイア□グボックスが表示されます。 

2. リスト中の「ドライパを」じマウスポインタを合わせ、ちクリックずる。 

メニューが表示されまず。 

3. [チームに追が]を違択し、[新規チームを作成]をクリックずる。 

[チーム化ウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. 「アダプタフォルトトレランス」または r アダプティブ□ードバランシング」を選択して[次へ] 
をクリ 、ソク ずる。 
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己.[次へ]をクリックする。 

巨.チームにずるアダプタをチェックして[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet ] ダイア□グボックスに戻ります。 

8. [適用]をクリックし、 [0 K 〕 をクリックする。 

江システムを再起動する。 

n-O • AFT / ALB のセットアップは、ドライパインストール後、必ず再起動した後に行う必夏 
P 重司 がありまず。 

• アダプタフオルトトレランス ( AFT ) のグループとして指定ずるアダプタは、同一八 
プ、異なる八プのどち6の接続でも使用可能でずが、異なる八ブに接続ずる場合は、ず 
ベて同一 LAN (同ーセグメント)上に巧在ずる必要がありまずので、カスケード接続に 
してください。 

• アダプティブ□—ドバランシング ( ALB ) を使用ずる場合は、スイッチングノ V ブにのみ 
接続できまず。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く>確実に障害か6復旧できるようじ、あ6かじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

本体内のメモリダンプ(デバッグ情報）を操取するための設定です。 

vrO メモリダンプのま意 

• メモ U ダンプの採取は保守ヴービス会社の保守員び行いまず。お客様はメモ U ダンプの 
設定のみを行って<ださい。 

• ここで示ず設定を、障害び発生し、メモ U ダンプをな巧ずるために再起動ずると、起動 
時に仮想メモ U び不足していることを示ずメッセージが表示される場合がありまずび、 
そのまま起動してください。起動し直ずと、メモ U ダンプを正しくな巧できない場合び 
あ日まず。 


次の手順に従って設定しまず。 

1 . スタートメニューから[コント□-ルパネル]を選び、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設を]タブをクリックずる。 


3. [起動と回復]ボックスの[設定:]をクリツ 
クする。 


4. テキストボックスじデパッグ情報を書き 
込む場所を入力ずる。 

< D ドライプに rMEMORY . DMP 」 という 
ファイルをで書き込む場合> 


D :¥ MEMORY.DMP 
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irOira 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨しまず。ただし、搭 
載メモリサイズが吕 GB を超える場含は、[完全メモリダンプ]を指定ずることはでをません 
(メニューに表示されません)。その場含は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 M 巨 W 上(メモリサイズび 2 GB を超える場合は、 
2048 M 巨 +12 MBW 上)の空き容量のあるドライプを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが吕 GB を超える場合は、メモリ増設前にデパッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により探巧 
されるデバッグ情報(メモリダンスのサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の 
書き込み巧ドライブの空き容量を確認してくだをい。 


已.[パフォーマンス]ボックスの[設を]をク 
リックする。 

[パフオーマンスオプション]ウインドウ 
が表示されます。 



6. [パフォーマンスオプション]ウィンドウ 
の[詳細設定]タブをクリ、ソクする。 
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7. [仮想; >< モリ]ボックスの[変更]をクリツ 


立ぶ J 




ク g る。 


8. [選択したドライブのページングファイル 
サイズ]ボックスの[初期サイズ]を雌勤 
値以上に変更し、[設を]をクリックす 
る 0 


視負な果託神 i ぞ至 1 

「フ Dt ツサのスケジュール- 
フ□わツサのリソースをどう割り当てるかを进巧切す。 

みの/りォーマンスを值巧する： 


r プ□ジラムの 


巧 p - 微ウ，ミの-ド-ザ r 巧.類 


「ブモリ巧觸- 

システムブモリをどう割り当てるかを邊巧しまん 

ホの"フォーマンスを場ホする： 

广フ□ヴラム(巧 巧システムキがめュの 


做 J 巧り- 

ページンクファイルは、 Windows が RAM のようじほ用する A —ドディスク 
にある巧巧で.も 

すべてのドライブの紀バージンクファイルサイ; C : 192 . 


I OK 


又： 

#吏をに ）I 
キか e ルち姐 



必ず OS / ティシヨンに上記のヴ 
イズで作成してくだをい。ページ 
ングフアイルの[核]期サイズ]を r 推 
奨 J 値未満に設定ずると正確なデ 
バッグ情報（メモリダンプ）を採取 
できない場合がありまず。 

「推奨」値に ついては、 「作成ずる 
パーティシヨンサイズについて (20 
ページ)」を参照してください。 

障害発生時に備えて、事前に 
DUMP スイッチを押し、正常に夕‘ 

ンプが探取でをることの確認を行 
ラことをお勧めしまず。 

メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてベージングファイルの再設定を行つてくだ 
さい。 


9. [0 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動ずるようメッセージが表示されまず。メッセージに 
従って再起動してください。 


な巧タモリ 


ーマンスオブシヨシ 


導入編 


33 














































ワトソン博 ± の設定 

Windows ワト ソン博±はアプリケーシヨン エラー 用のデバッガでず。アプリケーシヨンエ 
ラー をお化ずるとシステムを診断し、診断情報（□グ ) を記録します。診断情報を操取できる 
よう次の手順に従って設定してください。 

1 . スタートメニューの[ファイルをを指をして実行]をクリックずる。 

吕.搭前]ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と人力 
し， [0 K ] をクリックずる。 

[附 indows ワトソン博±]ダイア□グボッ 
クスが表示されまず。 


3. [□グファイルパス]ボックスに該断情報 
の保を先を指をする。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で 
保をされます。 

I チ::ック I 

ネットワークパスは指をできません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 

4. [クラッシュダンプ]ボックスじクラ、ソ 
シュダンプファイルの保存先を指をす 
る。 

•L 画 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 


已.[オプション]ボックスじあるホのチェックボックスをオンにずる。 

□ ダンプシンボル テーブル 
□ すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
□ 既をの□グファイルじ追出 
□ クラッシュダンプファイルの作巧 

それぞれの機能の説明じついてはオンラインヘルプを参照してください。 
氏 [0 K ] をクリックずる。 
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ネットワークモニタのインス I ル 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役なてること 
ができます。ネットワークモニタを使用ずるためには、インストール後、システムの再起動 
を行う必要がありまずので、障害が発生する前にインス I -ールしておくことをお勧めしま 
ず。 

1 . スタートメニューから[設を]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックずる。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されまず。 

2. [プ□グラムの追力□と削除]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追力□と削除]をクリ、ソクずる。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されまず。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンじして[次へ]をクリックずる。 

己.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場含は 、 Windows Server 2003 CD - ROM ^ 
CD - ROM ドライプにセットして [ OK ] をクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリックずる。 

7. [プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタート^ニューから[プ□グラム]一憎理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリ、ソクすることにより、起動ずることができます。 
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管理ユーティリティのインス I ル 

添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 には、監視用の rESMPRO / ServerAgent 」 および管 
理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されていまず。 ESMPRO/ServerAgent 
は、シームレスセットアップで自動的にインス I ルずることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□—ルパネルにインス I ルしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを植認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
卜ールしなかった場合は、第3編の r ソフトウエア編」を参照して個別にインストールしてく 
ださい。 

■i ユーティリティには、ネットワーク上の管 SPC にインストールするものもあります。詳し 
くは第3編の「ソフトウ I ア編」を参照してくださし、。 


システムのアップデート 

システムのアップデートは，次のよラな場合に巧いまず。 

• システム構成を変更した場合(本体内蔵オプションの構成を変更した場合など） 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体か6システムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
を RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このときサービスパックを再適用するあ要はありません。） 

管理者権限のあるアカウント (Administrator 
など）で、システムに□グインした後、 

「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM を本体の 
CD - ROM ドライブにセットしてください。 

表示された画面 r マスター コント□—ルメ 
ニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を 
左クリックし、メニューか6[システムの 
アップデート]をクリックずると起動しま 
す。 W 降は画面に表示されるメッセージじ 
従って処理を進めて<ださい。 
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システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRES 沈 UILDERJCD - ROM を本体の CD - ROM ドライブにセットして，再起動ずる。 

EXPRESS 己 UILDER から起 S ) して 「 EXPRESS 巳 UILDER トップメニュ ー 」か’表示されます。 

3. [，ソール]-[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管 a ] か6[退避]を還がする。 

U 蜂は画面に表示されるメ、ソセージに化って処理を進めて < ださい。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセ、ソトアップしなければならない場合がありまず。 


シームレスセットアップ未対応①大容量記憶装置コント 
□ーラを利用ずる場合 

最新のディスクミラーリングコント□-ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応 
していない大容量記憶装置コント□-ラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストー 
ルなどをずる場合は、 次の手順でセットアップしてください。 

• ビルド•トウ-才ーダーにより、 0 S 組み込み出巧された状態からセットアップを開始 
する場合には、本操作を斤う也、要はありません。 

• シームレスセットアップにが応しているボードの一覧については、々のホームぺージから 
参照できます（「サポート • システム支援」から 「ExpressPicnic」 をクリックして〈ださし、）。 

http://www.ace.comp.nec.co.jp/ 


1 . セットアップしようとずる大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備ずる。 

本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□ーラの説明書を優先してください。 

2. ディスクミラーリングコント□ーラの場合は、コント□ーラの説明書に従って RAID の設定を巧 

ぅ。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. EXPRESSBUILDER CD - ROM からシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを磕認ずる。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、〔既をの RAID を使う]をチ I ックずる 

• L 画 

コントローラに よっては、設定画面が現れないことがあります。 

• [大容量記憶装置巧 0 EM - FD の適用をする〕をチェックずる 

回 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 

已.シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライパ]をコピーずる。 

大容量記憶装置コント□ーラに添付され 
ているフ□ッピーディスクをフ□ッピー 
ディスクドライブじセットし、じ(降は画 
面のメッセージじ従って操作してくださ 
い。 


r 大容量記憶装置巧。 EM - FD 」 

をフロッピーディスク 

ドライブに拝入してぐださし、。 


1 0 K 1 1 

格了 1 
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マニュアルセツトアップ 


オペレーティングシステムのインス!ルは、シームレスセットアップを使用することをお 
勃めしていますが，特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップがか要に 
なることがあります。 

シームレスセットアップを使わずじ Windows Server 2003をインストールする方法じつい 
ては、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 Standard Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してくださ 
い。また、あ5かじめ EXPRESSBUILDER か6、「サポートディスク」を作成しておいてくだ 
さい。 


ー オプシヨンボードをち続する場合は，オプシヨンボードに添付の説巧書ち併せて参照してく 

I チ：！:ック I にさい。 

-サボートディスクとは？- 


シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順 r マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 と哪ずれるサポー 
トディスクが必要です。 

[Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 じは 、 Windows Server 
2003のインストールで'必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライ 
パなどが含まれていまず。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 
OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 を用意してください。 

1. 3.5 インチフ□、ソピーディスクを1枚用意ずる。 

2. 周辺装置，本体の順に電源を OKI にする。 

3. 本体の CD - ROMh •ライブ1こミをイ寸の 「 EXPRESS 己 UILDER 」 CD - ROM をセツトずる。 

4. CD - ROM をセットした6,リセットする （< Ct 「 l >+< Alt >+< Delete > キーを押ず)か，電源を OFF / 
ON してシステムを再起動ずる。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり， EXPRESS 己 UILDER が起動しまず。 

已.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

己.[サポートディスク作巧メニュ ー] か6[附 indows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER ] を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフ□、ソピーディスクをセットずる。 

「Windows S 押 ver 2003 OEM - D に K for EXPRESS 己 UILDER 」 が作成されまず。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESS 己 UILDER 」 はライトプ□テクトを 
し，ラペルをおって大切に保管してください。 


Windows(Windows 9己降 、 Windows NT 
4.0 W 降)が動作するコンピュータをお持ちの場 
合は、 Windows 上で EXPRESSBUILDER CD - 
ROM をセツトすると起動する r マスターコント 
□—ルメニュー」か6 Windows Server 2003 
OEM-DISK for EXPRESSBUILDER を作成す 
ることちできまず。 


〇ォンクィンド卒ュタンド 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Most" Control Menu 






NEC 
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論理ドライブび複数存在ずる場合の再セットアップ手順 

ここでは論理ドライブが複数を在ずる場合の再セツトアップ手順とドライブ文字の修正手順 
について説明しまず。 


再セットアップをはじめる前に 

万一の場合に備えて再セツトアップを開始する前に、必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセツトアップを 
開始ずる。 


2. 次のメッセージが表示されたら、 0 S をセットアップしたいバージョンを選択する。 


次の一覧には、このコンピュー女上の既存のパーティシヨンと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧か6パーティションを選択してください。 



システムボリューム、またはプートボリュームのドライブ交:字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブで字が割り当て5れていることを確 IS してか5セットアッ 
プを続行してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続行ずる。 

4. セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブで字が異なる場合があります。ドライプ文字 
の修正が'必要な場合は「ドライブで字の修正手順」に従ってドライブ文字を変更ずる。 


ドライブ文字の修正手順 

じ(下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ませんので、ごま意<ださい。 

1. [スタート]メニューの〔マイコンピュータ]をちクリックして[管理〕を選択し、[コンピュータの管 
理]を起動する。 

吕.左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ立字を変更したいボリュームを選択してちクリックを行い、[ドライブ文字とパスの蛮更〕 
を選択する。 

4. [蛮要]を選択ずる。 

己.[次のドライブ文字を割り当てる]を選択し、割り当てたいドライブ文字を違択する。 
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目. [ OK ] を選択ずる。 

7. W 下の磕認メッセージが表示された6、[はい]を選択する。 

ボリュームのドライプ文:字を変更ずると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を蛮要しますか？ 

8. [コンピュークの管理]を終了する。 


導入編 
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Windows 20 日 0 のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから、 Windows 2000作システムのセットアップをします。再イ 
ンストールの際にも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


r ビルド•トゥ-オーダー」じて r カスタムインス!ル」を指走して購入された本体の八ード 
ディスクは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定か6、 OS 、 本装置が提供 
するソフトウェアがずベてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は>「カスタムインストール」を指をして歯人された製品でネリめて電源 
を ON にするときのセットアップの方法じついて説明しています。再セットアップをずる場 

- 合や> その他の化荷状態のセットアップをする場合は，「シームレスセットアップ」を参照 

してください。 

セットアップをはじめる前に ■購入時の状態にっぃて- 

セットアップを始める前に次の点について殖認してください。 

本体の八ードウェア構成（八ードディスクのパー 
ティションサイズも含む）や八ードディスクじイ 
ンストールされているソフトウェアの構成は，購 
入前のお客様によるオーダー(ビルド-トゥ- 
オーダー)によって異なります。 

ち図は> ハードディスクのパーティション構成に 
ついて國解していまず。 

セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1 . 周辺装置、本体の順に電源を ON じし、そのまま机 indows を起動する。 

[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されまず。 

吕.[次へ]をクリックずる。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックずる。 

以降、使用者名やプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されまず。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セツトアップの終了をお6せる画面が表示されまず。 



■空きエリァ 
• Windows 2000 

な守用パーテイシヨン 
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已.[完了]をクリックずる。 

システムが再起動します。 

目.再起動禮、システムじ□グオンずる。 

7. 53〜54ぺージの手順13〜15を参照して、 PROSet 丑のインストールとネットワークドライバの 
詳細設定、グラフ ィ、ソ クスアクセラレータのセットアップをする。 

8. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、インストレー 
ションサプリメントガイドを参照してドライバをインストールずる。 

目. 55ページを参照して障害処理のためのセットアップをずる。 

10. 化荷時にインストール済みのソフトウェアの設をおよびその磕認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインス I -ールされていま 
ず。例としてみのようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービスホ 

• Fas 杞 heck * 

上記のソフトウェアで r *」 Ep のあるものは、お客様でご使用になる環境に合ったが態に設ちまたは 
磕認をしなければな6ないソフトウェアを示していまず。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体巧バ 
ンドルソフトウエア」を参照して使用環境に含ったが態に設をしてください。 



カスタムセットアップで出荷された場合、インス!ルされているヴービスパックのパ’ージョ 
ンと、本体に添付されているヴービスパックのパージョンが異なる場合がありまず。 

本体にインストールされているヴービスパック 1U 降のバージョンが添付されている場合は、本 
体に添付の 「Windows 2000 RURx 巧応 (Service Pack x) インス I ル手順 書 J を参照し 
てサービスパックのインストールを巧ってください。サービスパック情報に関しては、下記ヴ 
イトより詳細情報を確認してください。 

旧蚕街] http://nec8.com/ 

11. 目3ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


W 上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをずる隐は r シームレスセットアップ」を使ってください。 
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EXPRESS 目 UILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使ってセツトアップをしまず。 


r シームレスセットアップ」とは、八ードウ ェ 
アの内部的なパラ；< ータや状態の設定から 
0 S (Windows 200 0) 、各種ユーティリティ 
のインストールまでを添付の 
「EXPRESS 目 UILDERJCD-ROM を使って切 
れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 580 日シリーズ独自のセットアップ 
方法です。八ードディスクを購入時の状態と 
異なるパーティション設定で使用する場合や 
OS を再インストールする場合は、シームレ 
スセットアップを使用してください。煩雑な 
セツトアップをこの機能が代わって巧いま 
ず。 



シームレスセットアップは、セットアップを開始ずる前にセットアップに必要な情報を編集 
しフ□、ソピーディスク1こ保ちし、セットアップの際 I こぞの情報を逐一読み化して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□ッピーディスクのこと 
を「セットアップパラ^-夕 FD 」 と呼びまず。 

II ー シームレスセットアップを使用しないインストールち法など、特殊なセットアップについて 
は、目4ページの r 応用セットアップ」で説明していまず。 

■: • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を.選巧する情 

[JvH 報がイ呆存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を基にしてすベてのセットアップを自動で巧いま 
す。この間は、本装置のそばにいて設をのが況を確認する'必要はありません。また、再 
インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、前回と 
同じ状態に本装置をセットアップすることができます。 

• セ‘:/トアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セッ ト アップ パラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や選巧しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます ）。 Express サーバの他に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.5 U：i 
降 、 Windows XP / 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお 
手元にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセ‘ソトアップ情報を編集して 
おくことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセツトアップパラメータ FD の作成ち法については、171ぺージ 
で説明しています。 
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OS のインス I ルについて 

OS のインストールを始める前にここで説明ずるを意事項をよく読んでください。 


本装置がサポートしている 0 S について 

本装置がサポートしている 0 S は Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版 （ W 降、 
「Windows 2000」と呼ぶ）でず。その他の 0 S をインス I -- ルするときはお買い求めの販売 
店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


BIOS の設定について 

Windows 2000をインストールずる前に八ードウエアの B の S 設定などを殖認してくださ 
い。 B の S の設茵こは 、 Windows 2000か6探用された新しい機能ヴラグ.アンド.プレイ 
や USB インタフエースへの対応など)に関する設定項目がありまず。126ページを参照して 
言た定してくにさし)。 


Windows 2000に〕し、て 

Windows 2000は > シームレスセットアップでインス!-―ルできます。ただし、次の点に 
ついてを意してください。 

yrO • インス!ルを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ(日 IDS やオプション 
smm ポードの設定)をずベて完了させてくだをい。 

• NEC び提供している別売のソフトウェアバッケージにち、インス!ルに関ずる説明 
書が添付されていまずび、本装置へのインス!ルについては、本書の説明を参照して 
<ださい。 

• シームレスセットアップを完了したをに日7ぺージを参照して r メモリダンプの設定 J な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているボリユームへのインス I ルについて 

[ディスクの管理を使用してミラー化されているボリュームにインス!ルする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インス!-ール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]か6巧えます。 

MO 装置の接続について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設をずると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな 
かった場合は、 M 0 装置を外してインス I '―ルを最初か6やり直してください。 

A - ドディスクの接続について 

0 S をインス I ルする八ードディスクドライブじ(タトの八ードディスクドライブを接続ずる 
場合は、 0 S をインストールした後か6巧ってください。 また 、論理ドライブを複数作成し 
ている場合は、「論理ドライブが複数を在する場合の再セットアップ手順」 (65 ぺージ)を参照 
してください。 
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作成ずるパーティションサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

インストール(こ/必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
インストールに必要なサイズ ニ1000 MB 

ページングファイルサイズ(推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 

n-O • 上記べージングファイルヴイズはデパッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 
Ema ズでず。ぺージングファイルサイズの初期ヴイズを r 推奨 J 値未満に設定ずると正確なデ 

バッグ情報（メモリダンプ)を採取でをない場合がありまず。 

• 1 つのパーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 409 己 MB で 
ず。搭載メモリサイズ XI .已倍のサイズが 40 日日 M 日を超える場合は、 40 日日 M 己で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズが吕 GBJy 上の場合のダンプファイルサイズは、「吕 048 MB +12 MBJ 
ly 上でず。 

• その他アプリケーションなどをインス!-ールずる場合は、別途そのアプリケーションが 
必要とずる/ <- テ ィションサイズを追加してください。 

例えば、搭載メモリサイズが51 2 M 目の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、前述 
の計算ち法か6 


1000 M 巨 + (512 MB X 1.5) + (己に M 目 + じ MB ) 二 2292 MB 


となります。 

■: シームレスセットアップでインストールする場合、也、要最小限のパーテイシヨンサイズは 

I b ント I 下のように計算してください。 

• Windows 2000サービスパックを適用しない場合 

「前述の化要最小限のパーティシヨンサイズ」もしくは 「4095 MB 」 のうち、どちらか大き 
いち 

• Windows 2000サービスパックを適用する場合 

「前述の也、要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850 MB 」 もしくは 「4095 MB 」 のうち、ど 
ちらか大きい方 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インス I "ールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクの既存のパーティションを残し 
たままでの再インス I ''ールはできません。 

既をのパーティションを残したい場合は、 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM に格納されてし 'i 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 Server インストレーションサプリ 
夫ン トガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリ^ントガイドにもダイナミックディスクへのインス!-ールに関す 
るを意事項が記載されていまず。 
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ディスク構成について （「MAINTE P 」 と表示されている領域について） 

ディスク領域に rMAINTE _ P 」 と表示された領域が有在する場合があります。構成情報やユー 
テイリテイを保をするための保ず用パーテイシヨンです。削除しないでください。 



サービスパックの適用について 

Express 5800シリープでは，サービスパックを適用することができまず。本体に添付されて 
いるサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下記サイトより詳細情報を殖 
かめた上で使苗してください。 

旧ま街] http :// nec 8. com / 
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セツトアップの流れ 


シームレスセットアップで行うセットアップの流れを図に示しまず。 



戻る M を意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ Nom インストール方法を選巧ずる 


フ□ツビーディスクをセツトずる 


確認 


■中止 ■ セットアップパラメータフアイルを選択ずる 


^新規ファイル 
OS を還巧ずる 


，既存のファイル 


セツトアップパラメータファイルのチェック 


wmmn 


巧凰巧 
■びお要 ■ 
な場合 


正常 


異常設をの確認-修正を行うか選巧する 


巧5 


巧わない 


設定をお詔-入力をずる 


OK 


■巧凰巧 ■ 



サービスパック CD - ROM をセツトずる。 
(サービスバックを適用ずる場台のみ） 


自動インストール 
i 

自動□グオン 


泻起動粉 


インストール蔭了) 


ディスクアレイのコンフィグレーシヨン※1 

i 

再超動 

i 

保ず用パーティシヨンの作巧 

i 

再起動 

i 

各種ユーティ U ティのインストール 

寺居動※2 

OSA ’ー ティシヨンの作成 

i 

再超動 

i 

OSA ’ー ティシヨンのフォーマット 

i 

OS 黃分モジュールのコピー 

i 

獲巧したアブ U ケーシヨンのモジュールのコピ— 


[ 


J :入力や選巧び必要な作業 
] :自動的に作業び進む内容 




ディスクミラーリングコント□ーラび搭載されたシステムで、 「 RAID の新規作成」びチェックされている 
場合のみ実行される。 

OS の選択で[その做を選択したときはここで終了する。 
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セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説おします。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできまずが、その場合でも 1.44 M 己の DOS フォーマット済 
みのフ □、ソ ピーディスクが1枚を要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESSBUILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを巧届ずるか、お客様でフ□ッピ ー 
ディスクを1枚届意してください。 


— "〇 • システムの構成を変更した場合は EXPRESS 巳 UILDER を使用した「システムのアップ 
デー ト J を巧ってください (6 吕ページ参照)。 

• Windows 吕〇00の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネットワークア 
ダプタなどのドライバの変更、または追加ずる場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows 2000 Server インストレーシヨンヴプリメントガイド」を参 
照してください。 


1 . 周辺装置、本体の順じ電源を ON にずる。 

• L 励 

• OS をインストールするときに MO 装置を接続したまま作業を行うと、インストールに失敗 
しることがあります。失敗した場合は、 M 0 装置をかしてインストールを最初からやり直し 
てくださし、。 

• OS をインストールするハードディスクドライブ外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、 0 S をインストールした後から行ってください。 

• 論埋ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セット 
アップ手順」 （6 目ぺージ）を参照してくださし、。 


2. 本体の CD - ROM ドライブ[こ 「 EXPRESS 己 UILDER 」 CD - ROM をセツトずる。 

3. CD - ROM をセツトした6、リセ、 ソ トする（く Ctrl > + く Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON してシステムを再起動ずる。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 巨 UILDER が起動しまず。 


4. [シームレスセツト アップ] をクリ 、ソク す 
る 0 

「お願い」が表示されます。 


己.記載内容をよく読んでから[確認]をク 
リ 、ソク する。 

「セットアップパラメータ FD を挿入して 
ください。」というメッセージが表示され 
ます。 



お願い 

シームレスセットアップ終了を、セットアップ情報をバックアップずる 
ことをお勧めしまず。バックアップ情報がおいとをは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情巧や投をを復旧できなくなりまず。 

パックアップは、空きフ□ッビーディスクを1巧華箱して、ツールで 
オフライン保守ユーティリティの「システム情報の管理 J か S r 退避 J 
を選択してくだごし、。 


[臟 I 
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6. 「セットアップパラメータ FD 」 をフ□ッピーディスクドライブじセットし、[確認]をクリックす 
る。 

• 「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 M 巳の DOS フォーマット;きみ 
フ□ッピーディスクヴランクディスク）をフ□ッピーディスクドライブにセットし，随融 
をクリックしてください。 

• セツトしたセツトアップパラメータ FD は指示があるまで取り化さないでください。 


[設定ミ斉みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セツトした「セツトアップパラメータ FD 」 巧のセツトアップ情報ファイルが表示されまず。 


© インス!'ールに使用ずるセットアップ情報ファイル 
名を逞がする。 


I チ：:ック I 

選がされたセットアップ情報ファイルじ修正でき 
ないような問題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .3 JU 前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど h 再巧「セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます0セットしたフ□、ソピーディスクを 
殖認してください。 



巧8。.的 □ 

testS.Ire 


r 肪 ~1 




セットアップ情報ファイルを指をすると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの磕認、 
修正をちいまずか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は[確認]を、磕認せずにそのままインストールを巧う場合は、[スキッ T ] をクリツ 
クずる。 


[磕認]をクリ、ソクー手順7へ進む 
[ス牛が]をクリ、ソクー手順8へ進む 


[プランクディスクをセットした場合] 

① [ファイルを: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、く A > キーを押ず。 

入カボックスが表示されます。 

② ファイルをを入力ずる。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー] 
が表示されまず。リストじは.この装置がサポート 
している 0 S が表示されます。 



( D リストボックスからインストールす 
る [Windows 2000] を選択ずる。 


Express 已800シ U- ス EXPRESSBUILDER Ver3_xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2004 


お 

-わがの.情班の入力/ ffigg 
テ.ィでげい月ン 
各也み巧ィの似 HI 
テ併ノの巧ぶ 
テがノの■マット 

ossw ュ -wo ： r- 

0S CD-ROM の拝乂 
自曲 to 巧の’の巧を 


Iオペレー胃テイングシステムインストールメニュ ー 


Windows Server 2003 



その化 
戻る 


已〇 

















































7. OS のインス!-ール中に設をする内容を磕 
認ずる。 

本体にディスクミラーリングコント □- 
ラが措載されている場合は、[アレイディ 
スクの設を]画面が表示されます。設定内 
容を確認し、必要なら修正を巧ってから 
[次へ]をクリ、ソクしてください。 


口 w イス妨設定]テ.-なけレイかロイ 


死が。ウ。!旋 
RAID の巧な 
括杨ドィ巧の卜••如拽 
が’?クぞ術肺るドけ嫩 
がッりを巧巧ずる RAID 
ライトトト''の i 旋 
うイトトト''巧な鋪 


巧巧 RAID をぶ巧する 


I 巧巧込 I [なへ I [への C 


次に、[基本情報]画面げ表示されまず。 
設定内容を磕認し、必要なら修正を巧つ 
てから [ぶへ]をクリックしてください 
(画面中の r 対象マシン」は機種によつて表 
示が異なりまず。） 

以降、画面に表示される[夕へ]、[戻る]、 
h ル r ] をクリックして設定を確認しなが 
5画面を進めてください。設定:内容は'必 
要に応じて修正してください。 


<表 TF 例> 


W-0 

• 0 ! 




加的シン 

1 Express 5800 /xxx 

1 

0S の坦 S 

1 Windows 2000 Server 

1 

0S の施 

1 日砲 

1 

がみシヨンの巧用方ま 

1 8^に巧なする 

1 

がみな制ス■(き巧巧 =*) 

1 4095 

1 

フ?イ1トンス巧の NTFS への！/".-卜 

1ずる 

1 

サ-ピ肌 W の适用 

1ずる 

1 

インスト M. ス 

1 WINNT 

1 





I ち SBi I I 巧〜 ] [W 口 .] 


日 S をインストールずるパーティションは、必要最小限 W 上のサイズで確保してください 
(4 目ページ参照)。 

r パーティションの使用方法」で r 既巧パーティションを使用ずる J を選択ずると、最初のパー 
ティション (保守用パーティションを除く） の情報はフォー マツ 卜され、ずべてなくなりま 
ず。それむがのパーテイシヨンの情報は保持されまず。下図は、保守用パーテイシヨンが用 
意されている場合に情報が削除されるパーテイシヨンを示していまず。 


第 1 パーテイシヨン 

<保守用 パーテイシヨン> 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーティション 

第 4 パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 



ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のパーティションを残し 
たまま再インス!ルずることはでをません (46 ぺージ参照）。「パーティションの使用方 
法」で r 既存パーティションを使用ずる」を選巧しないでくだをい。 

「パーティションの使用方法 J で r 新規に作成ずる J を選択したとき、「パーティション」の設 
定値は実領域む上または 120 GB 1 U 上の値を指定しないでください。 

r パーティション J に40日日 M 日 W がを指定した場合は NTFS へのコンパートが必夏でず。 

「パーティションの使用方法 J で r 既存パーティションを使用ずる」を選択したとを、流用ず 
る) ティションむが(保守領域を除く）にパーティションがを在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows 吕〇00をインス I ルしまず。 

シームレスセットアップでは、オンボードの LAN ポートを含めて4ポートまでしかヴポー 
卜していません。4ポートを超える場合は、ネットワークアダプタをがしてセットアップを 
行ってください。 

実領域が1吕 OGBiy 上になる場合は、パーティションサイズに哈領域 J を指定しないでくだ 
さい。 

巧語版 0 S を使用ずる場合は、別途販売店または興社営業担当にお問い合わせください。 
設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

<次ページへ続く> 
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w-OiM 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場合もありまず。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用ちると会社をを日本語で入力したい場合は、□グ 
オン後に入力画面が表示されまず。その時に再入力し、設定してください。ここでは、仮の 
ち前を入力してください。 


• L 回 

• [基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情報ファイルの選が画面 
に房ります。[再読込]は、[基本情報]画面にのみあります。 

• [コンピユータの役害 IJ ] 画面じある[終了]をクリックすると、その後の設定はシームレスセッ 
トアップの既を値を自動的に選巧して、インストールを巧います。 

設定を完了すると自動的に再起動しまず。 


8 . オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーす る。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールずる場含は、大容量記'臆装 
置に添付されているフ□ッピーディスク 
をフ□、ソピーディスクドライブじセット 
し、メッセージじ従って操作してくださ 
い。 

9. 追加!ずるアプリケーションをインストー 
ルずる。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追力□でインストール 
ずる塌合は、メッセージが表示されま 
す。 


追加ずるアフリケーシヨンのインストール 
巧 巧を CD-ROM またはフ□ツビーディスク 
ドライプに 巧 入して<ださい。 

I 0 。I 店了 I 


け:客■13 «装置 巧 OEM ■打 DJ をフ□ツビーディスク 
ドライプに 巧 入してくださし1。 

I dkI I 巧了 1 


10. メッセージじ従って 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM とセットアップパラメー女 FD を CD - ROM ド 
ライプとフ□ッピーディスクドライブから取り化し、机 indows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブにセツトする。 

[ソフトウ I ? 使用許諾契約]画面が表示されます。 


11. よく読んでか6、同意ずる場合は、[同意 
します]をクリックするか、く F 8> キーを 
押ず。同意しない場含は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、く F 3> キーを押 
す。 

W-OIM 

同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows 2000はインス I ル 
をれません。 
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12. 基本情報で r サービスパックの適用」を[する]じした場合は，みの操作をずる。 

① メッセージに従ってセットアップパラメータ FD をフ □、ソ ピーディスクドライブか6取り出 
し 、 Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 

② メッセージじ従って Windows 2000サービスパック降の CD - ROM を CD - ROM ドライブ 
じセットずる。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムじ□グオン 
しまず。 

13. PRO 始 tl をインストールずる。 

PROSetl は，ネットワークドライバじ含まれるネットワーク機能お認ユーティリティです。 
PROSet I を使用ずることじより，下のことが行えまず。 

ーアダプタ詳細情報の巧認 

-ループバックテスト、パケットを信テストなどの診断 
— Teaming の設を 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構巧することで，サーバに耐障害性に優れた環境を 
提供し.サーバースイッチ間のスループットを向上させることができまず。このような機能を利 
用する場合に PROSet I が'必要じなりまず。 

PROSetl をインストールする場合は、 W 下の手順に従ってください。 

© 「 EXPRESS 己 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライプ1こセットずる。 

② スタートメニューの[プ□グラム],[アクセサリ]の順にポイントし，[エクスプ □- ラ]をク 
リックずる。 

③ 「< CD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 62 C¥HD 1 
¥ WINDOWS ¥ PROSe 怯 ¥ IA 32」 ディレクトリ内の 「 PROSET . MSU アイコンをダブルクリッ 
クずる。 

[ Intel ( R ) PROSet I Instal に hield Wizarcl ] が起動します。 

④ [ Next ] をクリックずる。 

⑥[I accept the terms in the license agreement ] を選巧し， [ Next ] をクリックずる。 

⑥ [ Typical ] を選択し [ Next ] をクリックする。 

@ [ Ins ね II ]をクリックする。 

「デジタル署をが見つかりません」というメッセージが表示された場合は，[はい]を選択し 
て，インス!ルを統けてください。 

[InstallShield Wizard Complated ] ウィンドウが表示されます。 

⑧ [ Finish ] をクリックする。 

( D システムを再起動ずる。 
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14. ネットワークドライバの詳細設定:をずる。 

標準装備の2つのネットワークアダプタは、自動的(こインストールされまずが、それぞれ転送速 
度と Duplex モードの設をが必要でず。 

① スタートメニューから[設定:]をポイントし[コント日ールパネル]をクリックずる。 

② [コント□-ルパネル]ウィンドウで、 [ lntel ( R ) PROSetI ] アイコンをダプルクリックする。 
[ lntel ( R ) PROSetI ] ダイア□グボックスが表示されます。 

③ リスト中の nntel ( R ) PRO / 100 M Network Connection 」 じマウスカーソルを合わせる。 

④ [ Advanced ] タブをクリックし 、 [Link Speed & Duplex ] の項で HU 目の設定値と同じ值に設 
定ずる。 

⑤ 続けて、リスト中の nntel ( R ) PRO / 100 M Network Connection #2」 にマウスカーソルを合 
わせる。 

⑥ [ Advanced ] タブをクリックし 、 [Link Speed & Duplex ] の項で HU 目の設定値と同じ值に設 
走:ずる。 

⑦ [ lntel ( R ) PROSetI ] ダイア□グボックスの [ OK ] をクリックずる。 


また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて巧います。 

•L 回 

サービスの追加で[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。[ネットワークモニ 
夕]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（また 
はバケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の r 障害処理のためのセットアップ」を参照して<ださい。 

1 已. 標準で装備されているグラフィックスアクセラレータ用ドライバをアップデートする。 

オプションのグラフィックスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添付されて 
いる説明書に従ってドライバをインストールしてください。 

© 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブ1こセツトずる。 

② スタートメニューの[プ□グラム L [アクセサリ]の順にポイントし，[エクスプ □- ラ]をク 
リ 、ソク する。 

③ レ CD - ROM のドライプレタ ー>:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ W 2 K 」 ディレクトリ巧の rSETUP . EXE 」 ア 
イコンをダブルクリックする。 

④ メッセージじ従ってインストール作業を進める。 

「デジタル署名が見つかりません」というメッセージが表示された場合は，[はい]を還択し 
て、インストールを続けてください。 

⑥ CD - ROMrEXPRESS 己 UILDER 」 を CD - ROM ドライブから取り化し，画面の指示に従ってシ 
ステムを再起動する。 

1已. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は，オプションじ添 
巧の説明書を参照してドライバをインストールずる。 

17. 55ページの r 障害処巧のためのセットアップ」を参照してセットアップをずる。 

18. 61ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


じ(上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 
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オプション①ネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -80/86/1 11/84/103/1 13) を使用する場合は， 
EXPRESSBUILDER のドライバとボード添付のドライバのバージョンを殖認してください。 

< CD - ROM のドライプレター >:¥\/ VINNT ¥ W 2 K ¥ PC 日 2 C ¥ FD 1¥\/ VINDOWS¥DRIVERS 

¥ IA 32¥ e 1000 nt 5 .sys 

< CD - ROM のドライブレター >:¥\/ VINNT ¥ W 2 K ¥ PC 日 2 C ¥ FD 1¥\/ VINDOWS¥DRIVERS 

¥ IA 32¥ e 100 bnt 5 .sys 

ボードに添付のドライバが古い場合は，インストレーションサプリメントガイドのネット 
ワークドライバの巧インストール手順を参考にし 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM に格納さ 
れているドライバをインス I -―ルしてください。 

N 8104 -80/86/1 11/84/103/113のドライバ 

< CD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 62 C ¥ FD 1 


アダプタフオルトトレランス （ AFT )/ アダプティブ□-ド 
バランシング ( ALB ) ①セットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは，複数のアダプタでグループを作り、使用されてい 
るアダプタに障害が発生した場合，自動的にグループ内の化のアダプタに処理を移行させる 
ちのでず。 

また、アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) とは、複数のアダプタでグループを作り、本 
体か6を信パケットをグループすべてのアダプタから行うことにより、スプールパケットを 
向上させるちのです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT/ALB 機能を使用する場合はじ(下の手順に従ってセットアップしてください。 

M-O • AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストール;窒、必ず再起動した樹こ行う必要 
びありまず。 

• Adapter Fault Tolerance ( AFT ) のグループとして指定ずるアダプタは、同一八プ、 
異なる A ブのどち5の接続でも使用可能でずび、異なる HU 日に接続ずる場合は、ずべ 
て同一 LAN (同ーセグメント)上に巧在ずる必要びありまずので、カスケード接続にし 
て < ださい。 

• Adaptive Load 日 alancin 呂 ( AL 日)を使用ずる場合は、スイッチング . A ブにのみ接 
続でさまず。 

1. [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスで， [ Intel ( R ) PROSetl ] アイコンをダプルクリック 
ずる。 

[ Intel ( R ) PROSet I ] ダイア□グボックスが表示されまず。 

2. リスト中の 「 InteKR ) PRO / 100 M Network Connection 」 にマウスポインタを合わせ，をクリッ 
クする。 

メニューが表示されます。 
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3. [Add to Team >] を選択し、に reate New Team ...] をクリックする。 

[Tearning Wizard ] ダイア□グボックスが表示されます。 

4. [Adapter Fault Tolerance 」 または 「Adaptive Load 目 alancing 」 を選択して[次へ]をクリ、ソクず 
る。 

已.[ぶへ]をクリックする。 

白.チームにするアダプ女をチェックして[次へ]をクリックずる。 

7. [完了]をクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSetl ] ダイア□グボックスに戻ります。 

扫. [0 K ] をクリックする。 

江システムを再起動する。 


已巨 



障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く>確実に障害か6復旧できるように、あ6かじめ次のような 
セッ ト アップをしておいてください。 

メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

本体内のメモリダンプ(デバッグ情報）をが取するための設走です。 

rO メモリダンプのを意 

^ • メモ U ダンプの採取は保守ヴービス会社の保守員び行いまず。お客様はメモ U ダンプの 

設定のみを行ってください。 

• ここで示ず設定を、障害び発生し、メモ U ダンプをな巧ずるために再起動ずると、起動 
時に仮想メモ U び不足していることを示ずメッセージが表示される場合がありまずび、 
そのまま起動してください。起動し直ずと、メモ U ダンプを正しくな巧できない場合び 
あ日まず。 

次の手順に従って設をします。 


1. スタートメニューの[設を]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリックする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 


2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 


3. [詳細]タブをクリックずる。 

4. [起動/回復]をクリックずる。 


を肢）ネジトワ-ウのいトドか：ア|ユ-ヴ-ブ〇-| 

'りォ —7 ンス' 

/な一7ンスオプションは、]ンむータのがち 
シむの巧リのほい方そ宫巧します 。^ 


.护レ詳帥 I ノ 

，の^^^^巧するァプ化- 


l [:: Z 堅夕理機;駐の;;;; 




巧巧丈巧は、巧定の巧巧の’话がのがまホを指定します。 

巧巧あ SJ (む …I 


鸟 


離證裝鑑鹽 I を]ンピユー畑博ける。一墜 


起巧/0ほ运 X .. I 


0 K I キサンた^レ」 を雨が 
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己.テキストボックスじデバッグ情報を書き 
込む場所を人力し、 [0 K ] をクリックず 
る。 

く D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 



w-O 

• デ 


デバッグ情報の書さ込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨しまず。ただし、搭 
載メモリサイズが吕 GB を超える場含は、[完全メモリダンプ]を指定ずることはでをません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[力ーネルメモリダンスを指定してください。 


• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MBW 上(メモリサイズが 2 GB を超える場合は、 
2048 M 巨 +12 MBW 上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 


• メモリを増設した場合は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のヴイズが変わりまず。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ドライブの空き客量を確認してください。 


6. [パフォーマンスオプション]をクリ、ソク 
ずる 0 



1. [仮想メモリ]ボックスの懐要]をクリツ 
クずる。 
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8. [選択したドライブのページングファイル 
サイズ]ボ、ソクスの[初期サイスを雌奨] 
値 W 上に変更し、[設を]をクリックず 
る 0 

w-Oira 


• 必ず os パーティションに上記のヴ 
イズで作成してください。ページ 
ングファイルの[初期サイズ]を ne 
奨 J 値未満に設定ずると正確なデ 
バッグ情報（メモリダンプ）を採取 
できない場含がありまず。 


• 「推奨」値については、「作成ずる 
パーティシヨンサイズについて (46 
ページ)」を参照してください。 

• 障害発生時に偏えて、事前に DUMP スイッチを押し、正常にダンプが採取でをることの確 
認を巧ラことをお勧めしまず。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングファイルの再設定を巧つてくだ 
さい。 


9. [0 K ] をクリックずる。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されまず。メッセージに 
従って再起動してください。 


惊? か阿 
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ワトソン博 ± の設定 

Windows 2000ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨ 
ンエラーをお化ずるとシステムを診断し、診断情報（□グ ） を記録します。診断情報を操取で 
きるよう次の手順に従って設走して<ださい。 

1 . スタートメニューの[ファイル名を指をして実行]をクリックずる。 


jri >け uai 巧りケ-シ3ンもまたは巧きなロォルタやドキユプント 
もイン S— 本')トリリースををん力してび巧い。 

る肺 ^ 卜 rwtsn32.exe| ^ ^ 

[ OK I キサシセル」—を昭(段-.'」 


3. [□グファイルパス]ボックスじ該断情報 
の保を先を指をする。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で 
保をされます。 

Iチ::ックI 

ネットワークパスは指をできません。 

□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 

4. [クラッシュダンプ]ボックスじクラ、 ソ 
シュダンプファイルの保存先を指をず 
る。 

•L 画 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 

己. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンじする。 

n ダンプシンボル テーブル 
n すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
n 既をの□グファイルじ追加 
n クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
白. [ OK ] をクリックする。 



吕.陷制ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と入力 
し、 [ OK ] をクリックずる。 

[Windows 200〇ワトソン博±]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 
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ネットワークモニタのインス I ル 

ネットワークモニタを使用ずることにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用ずるためには、インストール後、システムの再起動 
を行うあ要がありますので> 障害が発生ずる前にインス I ルしておくことをお勧めしま 
す。 

1 . スタートメニューか6[設を]をポイントし，[コント□-ルパネル]をクリックずる。 

[コント□-ルパネル]ダイア□グボックスが表示されまず。 

2 . [アプリケーションの追力□と削除]アイコンをダプルクリックする。 

[アプリケーションの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されまず。 

3. [ Windows コンポーネントの追力□と削除]をクリックずる。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンじして[々へ]をクリックする。 

已.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は ， Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブにセットして [ OK ] をクリックずる。 

6 . [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリックずる。 

7. [アプリケーションの追力□と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

江[コント□-ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから口□グラム]一隆理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができまず。 


導入編 


61 




管理ユーティリティのインス I ル 

添付の rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM には，監視用のに51\/|ド1^0/56「"6「八9己〇りおよび管 
理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されていまず。 ESMPRO/ServerAgent 
は、シームレスセットアップで自動的にインス I ルずることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□—ルパネルにインス I ルしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを植認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
卜ールしなかった場合は、第3編の r ソフトウエア編」を参照して個別にインストールしてく 
ださい。 

■i ユーティリティには、ネットワーク上の管 SPC にインストールするものもあります。詳し 

くは第3編の「ソフトウ I ア編」を参照してくださし、。 


システムのアップデート■サービスパックの適用- 

システムのアップデートは，次のような場合に巧いまず。 

• システム構成を変更した場合(本体内蔵オプションの構成を変更した場合など） 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体か6システムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
を RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このときサービスパックを再適用するあ要はありません。） 

管理者権限のあるアカウント (Administrator 
など）で、システムに□グインした後、 

「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM を本体の 
CD - ROM ドライブにセットしてください。 

表示された画面 r マスター コント□—ルメ 
ニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を 
左クリックし、メニューか6[システムの 
アップデート]をクリックずると起動しま 
す。 W 降は画面に表示されるメッセージじ 
従って処理を進め、サービスパックを適届し 
てください。 
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システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRES 沈 UILDERJCD - ROM を本体の CD - ROM ドライブにセットして，再起動ずる。 

EXPRESS 己 UILDER から起 S ) して 「 EXPRESS 巳 UILDER トップメニュ ー 」か’表示されます。 

3. [，ソール]-[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管 a ] か6[退避]を還がする。 

U 蜂は画面に表示されるメ、ソセージに化って処理を進めて < ださい。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセ、ソトアップしなければならない場合がありまず。 


シームレスセットアップ未対応①大容量記憶装置コント 
□ーラを利用ずる場合 

最新のディスクミラーリングコント□-ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応 
していない大容量記憶装置コント□-ラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストー 
ルなどをずる場合は、 次の手順でセットアップしてください。 

■i • ビルド•トウ-才ーダーにより、 0 S 組み込み出巧された状態からセットアップを開始 
Iヒン JTi する場合には、本操作を斤う也、要はありません。 

• シームレスセットアップにが応しているボードの一覧については、々のホームぺージから 
参照できます（「サポート • システム支援」から 「ExpressPicnic」 をクリックして〈ださし、）。 

http://www.ace.comp.nec.co.jp/ 


1 . セットアップしようとずる大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備ずる。 

本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□ーラの説明書を優先してください。 

2. ディスクミラーリングコント□ーラの場合は、コント□ーラの説明書に従って RAID の設定を巧 

ぅ。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. EXPRESSBUILDER CD - ROM からシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを磕認ずる。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、〔既をの RAID を使う]をチ I ックずる 

•L 画 

コントローラに よっては、設定画面が現れないことがあります。 

• [大容量記憶装置巧 0 EM - FD の適用をする〕をチェックずる 

•L 画 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 

已.シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライパ]をコピーずる。 

大容量記憶装置コント□ーラに添付され 
ているフ□ッピーディスクをフ□ッピー 
ディスクドライブじセットし、じ(降は画 
面のメッセージじ従って操作してくださ 
い。 


け:容量記信装百用 OEM-FD」 をフ□ツビーディスク 
ドライプに巧入して < ださい。 


[OK I [巧了] 
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マニュアルセットアップ 

オペレーティングシステムのインス!ルは、シームレスセットアップを使用することをお 
勃めしていますが，特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップがか要に 
なることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows 2000をインス I ルする方まについては、 
EXPRESS 己 UILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 
Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER か6、ち ^ OS 用の「サポートディスク」を作成しておいてください。 

II ^ オプシヨンボードをち続する場合は，オプシヨンボードに添付の説巧書ち併せて参照してく 

II I チ:]:ック I たさい。 

-サボートディスクとは？- 

シーム レスセットアップを使わずに再セッ ト アップずるときの手順 r マニュアルセッ ト アッ 
プ」では、 「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 と哪ずれる サポー トディ 
スクが必要です。 

「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDER 」には 、 Windows 2000のインス 
トールでか要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前じ 「Windows 2000 0 EM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 を用意してください。 

1. 3.5 インチフ□、ソピーディスクを1枚用意ずる。 

2. 周辺装置，本体の順に電源を OKI にする。 

3. 本体の CD - ROMh •ライブ1こミをイ寸の 「 EXPRESS 己 UILDER 」 CD - ROM をセットずる。 

4. CD - ROM をセットした6,リセットする （< Ct 「 l >+< Alt >+< Delete > キーを押ず)か，電源を OFF / 
ON して本体を再超動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり， EXPRESS 己 UILDER が起動しまず。 

已.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択ずる。 

氏[サポートディスク作成メニュ ー] から [Windows 2000 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER ] 
を選択ずる。 

7. 画面の指示に従ってフ□、ソピーディスクをセットずる。 

「Windows 2000 OEM - D に K for EXPRESS 巳 UILDER 」 が作巧されます。 

作成した 「Windows 2000 OEM - D に K for EXPRESS 己 UILDER 」 はライトプ□テクトをし、ラ 
ペルをおって大切に保管して<ださい。 

Windows(Windows 9己降 、 Windows NT 
4.0 W 降)が動作するコンピュータをお持ちの場 
合は、 Windows 上で EXPRESSBUILDER CD - 
R 0 M をセットすると起動する r マスターコント 
□—ルメニュー」から Windows 2000 0 EM - 
D に K for EXPRESSBUILDER を作成すること 
ちできまず。 
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論理ドライブび複数存在ずる場合の再セットアップ手順 

ここでは論理ドライブが複数を在ずる場合の再セツトアップ手順とドライブ文字の修正手順 
について説明しまず。 


再セットアップをはじめる前に 

万一の場合に備えて再セツトアップを開始する前に、必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセツトアップを 
開始ずる。 


2. 次のメッセージが表示されたら、 0 S をセットアップしたいバージョンを選択ずる。 

次の一覧には、このコンピュー女上の既をのパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧か6パーティションを選択してください。 



システムボリューム、またはプートボリュームのドライブ交:字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブで字が割り当て5れていることを確 IS してか5セットアッ 
プを続行してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続行ずる。 

4. セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブで字が異なる場合があります。ドライプ文字 
の修正が'必要な場合は「ドライブで字の修正手順」に従ってドライブ文字を変更ずる。 


ドライブ文字の修正手順 

じ(下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ませんので、ごま意<ださい。 

1. [スタート]メニューの〔マイコンピュータ]をちクリックして[管理〕を選択し、[コンピュータの管 
理]を起動する。 

吕.左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ立字を変更したいボリュームを選択してちクリックを行い、[ドライブ文字とパスの蛮更〕 
を選択する。 

4. [蛮要]を選択ずる。 

己.[次のドライブ文字を割り当てる]を選択し、割り当てたいドライブ文字を違択する。 
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目. [ OK ] を選択ずる。 

7. W 下の磕認メッセージが表示された6、[はい]を選択する。 

ボリュームのドライプ文:字を変更ずると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を蛮要しますか？ 

8. [コンピュークの管理]を終了する。 


導入編 
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Memo 



























